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『
粤
甸
幽
霊
集
録
』
に
お
け
る
神

　
　
　
　
　 

―
―
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
略
を
通
し
て
―
―

佐
　
野
　
愛
　
子

一　

は
じ
め
に

　

ベ
ト
ナ
ム︶

1
︵

の
陳
朝
︵
一
二
二
六
～
一
四
〇
〇
︶
の
開
祐
元
年
︵
一
三
二
九
︶
に
李

済
川
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
﹃
粤え
つ

甸で
ん

幽
霊
集
録
﹄︶

2
︵

は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
地
︵
粤
甸
︶
に

い
る
神
々
を
「
歴
代
人
君
︵
八
位
︶」、「
歴
代
人
臣
︵
十
二
位
︶」、「
浩
気
英
霊
︵
十
位
︶」

の
三
つ
に
わ
け
、
そ
の
計
三
十
位
の
神
の
事
跡
︵
目
録
を
参
照
︶
を
記
し
た
書
で
あ

る
。
本
書
の
最
大
の
特
徴
は
、
そ
の
話
の
末
尾
に
陳
朝
が
重
興
元
年
︵
一
二
八
五
︶、

同
四
年
︵
一
二
八
八
︶、
興
隆
二
十
一
年
︵
一
三
一
三
︶
に
、
そ
れ
ぞ
れ
皇
帝
が
与

え
た
神
号
を
記
録
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

本
書
は
後
世
に
、
多
く
の
人
物
に
よ
っ
て
増
補
、
削
除
お
よ
び
改
稿
な
ど
の
手
が

加
わ
っ
て︶

3
︵

は
い
る
も
の
の
、﹃
交
州
記
﹄、
杜
善
の
﹃
史
記
﹄
お
よ
び
﹃
報
極
伝
﹄︶

4
︵

と

い
っ
た
李
朝
︵
一
〇
〇
九
～
一
二
二
六
︶
以
前
の
現
存
し
て
い
な
い
資
料
等
を
典
拠

に
し
て
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
陳
朝
時
代
以
前
の
祭
祀
体
系
を
探
る
上
で
重
要
な
書
と

い
え
る
。

　

そ
れ
で
は
陳
朝
以
前
の
ベ
ト
ナ
ム
で
は
ど
の
よ
う
な
神
が
祭
祀
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
本
論
文
で
は
、﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄に
登
場
す
る
神
を
分
類
す
る
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
な
神
が
国
家
祭
祀
の
対
照
と
な
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

・﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
目
録︶

5
︵

︵
計
三
十
位
︶

歴
代
人
君
〈
附
后
妃
〉︵
八
位
︶︶

6
︵

歴
代
人
臣
︵
十
二
位
︶︶

7
︵

浩
気
英
霊
︵
十
位
︶

一　

嘉
応
善
感
霊
武
大
王

七　
　

威
明
顕
忠
大
王

十
八　
　

応
天
化
育
元
君

二　

布
蓋
彰
信
大
王

八　
　

校
尉
威
猛
大
王

十
九　
　

広
利
大
王

三　

趙
越
王
後
李
南
帝

九　
　

太
尉
忠
輔
公

二
十　
　

盟
主
昭
感
大
王

四　

社
壇
帝
君

十　
　

国
都
城
隍
大
王

二
十
一　

開
元
威
顕
大
王

五　

徴
聖
王

十
一　

洪
聖
佐
治
大
王

二
十
二　

冲
天
威
信
大
王

六　

貞
烈
夫
人

十
二　

都
統
匡
国
王

二
十
三　

佑
聖
顕
応
王

十
三　

太
尉
忠
恵
公

二
十
四　

開
天
鎮
国
大
王

十
四　

却
敵
威
敵
二
大
王

二
十
五　

忠
翊
威
顕
大
王

十
五　

証
安
佑
国
王

二
十
六　

善
護
国
公

十
六　

回
天
忠
烈
王

二
十
七　

利
済
通
霊
王

十
七　

果
毅
剛
正
王

二　

李
済
川
と
『
粤
甸
幽
霊
集
録
』
の
編
纂

　
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
を
編
纂
し
た
李
済
川
は
序
で
、
ど
の
よ
う
な
神
を
記
録
し
た

か
を
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　

粤
甸
幽
霊
集
録
序

　
　
　
　

 　

古
聖
人
曰
、
聡
明
正
直
足
以
称
神
。
非
淫
祠
邪
崇
、
濫
得
而
称
也
。
我

皇
粤
宇
内
諸
神
、
古
来
多
矣
。
能
彰
厥
績
、
陰
相
生
霊
者
、
有
幾
哉
。
然

従
来
品
類
不
等
。
或
山
川
精
粋
、
或
人
物
傑
霊
、
騰
気
勢
於
當
時
、
総
英

霊
於
来
世
。
若
不
紀
寔
、
朱
紫
難
明
、
因
隨
浅
見
早
聞
、
編
集
成
書
。
或
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好
事
者
、
尚
其
正
之
。
是
所
望
也
。

　
　
　
　
　

皇
陳
開
祐
元
年
己
巳
孟
春
上
澣

　
　
　
　
　
　
　

守
大
蔵
書
文
正
掌
中
品
奉
御
安
暹
路
転
運
使
李
済
川
敬
序

　

李
済
川
は
ベ
ト
ナ
ム
に
は
古
来
よ
り
神
が
多
く
い
る
も
の
の
、
そ
の
功
績
が
明
ら

か
な
も
の
や
陰
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
を
手
助
け
す
る
も
の
は
ど
の
く
ら
い
い
る
だ

ろ
う
か
と
述
べ
る
。
そ
し
て
功
績
の
あ
る
神
々
の
事
跡
を
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、

そ
の
神
の
正
邪
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
に
﹃
粤
甸
幽
霊
集

録
﹄
を
記
し
た
の
だ
と
い
う
。

　

さ
て
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
を
編
纂
し
た
李
済
川
で
あ
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
そ
の
他

の
史
書
に
は
記
載
が
な
く
、
彼
の
人
物
像
は
杳
と
し
て
知
れ
な
い
。
た
だ
彼
の
職
歴

が
、「
守
大
蔵
、
書
文
正
掌︶

8
︵

、
中
品
奉
御
、
安
暹
路
転
運
使
」
で
あ
っ
た
こ
と
の
み

が
知
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
職
が
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
、
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
職
種
な
の
か
を
知
る
す
べ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

と
は
い
え
、「
中
品
奉
御
」
に
関
し
て
は
﹃
安
南
志
略
﹄
の
近
侍
官
の
役
職
の
一
つ

と
し
て
、
中
品
奉
御
が
載
っ
て
お
り︶

9
︵

、
李
済
川
は
帝
の
近
く
で
仕
え
た
官
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
「
守
大
蔵
」
は
諸
本
に
「
守
大
蔵
経
」
と
も
あ
り
、
李
済
川
は
大
蔵
経
の
管

理
に
関
わ
る
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
が
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄

を
編
纂
し
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
経
典
以
外
に
、
本
書
を
編
纂
す
る
た
め
の
書
物
に

関
し
て
も
、
彼
は
管
理
も
し
く
は
自
由
に
閲
覧
で
き
る
立
場
だ
っ
た
と
み
て
よ
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
み
て
き
て
わ
か
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
詳
細
の
わ
か
ら
な
い
李
済
川
で
あ
る

が
、彼
は
功
績
の
あ
る
神
の
事
跡
を
後
代
の
た
め
に
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
に
記
し
た
。

こ
の
「
功
績
」
と
は
い
っ
た
い
何
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

先
行
研
究
で
は
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
の
話
の
末
尾
に
ほ
ぼ
す
べ
て
に
記
載
が
あ
る

三
つ
の
年
号︶

10
︵

か
ら
、﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
の
神
は
対
外
戦
争
勝
利
に
関
与
し
た
神
で

あ
る
と
す
る︶

11
︵

。つ
ま
り
重
興
元
年
は
第
二
次︶

12
︵

モ
ン
ゴ
ル
侵
略︵
紹
宝
六
年︵
一
二
八
四
︶

～
七
年
︵
一
二
八
五
︶︶
勝
利
の
年
に
、
同
四
年
は
第
三
次
モ
ン
ゴ
ル
侵
略
︵
重
興

三
年
︵
一
二
八
七
︶
～
四
年
︵
一
二
八
八
︶︶
勝
利
の
年
に
、
そ
し
て
興
隆
二
十
一

年
は
占
城︶

13
︵

親
征
︵
興
隆
十
九
年
︵
一
三
一
一
︶
～
二
十
年
︵
一
三
一
二
︶︶
勝
利
の

翌
年
に
あ
た
る
。

　

十
三
世
紀
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
領
土
拡
大
に
と
も
な
う
侵
攻
が
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ

て
大
き
な
脅
威
で
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
チ
ャ
ン

パ
ー
と
の
戦
争
は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
南
進︶

14
︵

す
る
上
で
、
避
け
て
は
と
お
れ
な
い
重
要
な

戦
い
で
あ
り
、︶

15
︵

ベ
ト
ナ
ム
で
は
戦
勝
の
た
め
に
祭
祀
が
お
こ
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
疑
い
な
い
。︶

16
︵

　

さ
ら
に
︹Taylor 1986

︺
は
李
済
川
が
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
を
編
纂
し
た
開
祐

元
年
と
い
う
年
に
も
着
目
し
、
こ
の
年
が
陳
朝
の
第
五
代
皇
帝
で
あ
る
明
宗
︵
在

位
一
三
一
四
～
一
三
二
九
︶
が
退
位
し
、
第
六
代
皇
帝
憲
宗
︵
在
位
一
三
二
九
～

一
三
四
一
︶
が
即
位
し
た
年
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。

　

ま
た
そ
の
明
宗
の
即
位
年
を
み
る
と
、そ
れ
が﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄に
お
い
て
、チ
ャ

ン
パ
ー
親
征
に
勝
利
し
た
後
、
各
地
の
神
に
一
斉
に
神
号
を
贈
号
し
た
興
隆
二
十
一

年
の
翌
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
興
隆
二
十
一
年
は
明
宗
の
父
で
あ
る
四
代
皇
帝

英
宗
︵
在
位
一
二
九
三
～
一
三
一
四
︶
の
年
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
英

宗
は
幼
い
こ
ろ
に
第
二
次
、
第
三
次
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
略
を
経
験
し
た
人
物
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

重
興
元
年
︵
一
二
八
五
︶

モ
ン
ゴ
ル
撃
退

②
聖
宗
︵
在
位
一
二
五
八
～
一
二
七
八
︶

重
興
四
年
︵
一
二
八
八
︶

モ
ン
ゴ
ル
撃
退
　

←

興
隆
二
十
一
年
︵
一
三
一
三
︶
チ
ャ
ン
パ
ー
親
征
④
英
宗
︵
在
位
一
二
九
三
～
一
三
一
四
︶
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←

⑤
明
宗
︵
在
位
一
三
一
四
～
一
三
二
九
︶

開
祐
元
年
︵
一
三
二
九
︶

⑥
憲
宗
︵
在
位
一
三
二
九
～
一
三
四
一
︶

　

つ
ま
り
英
宗
は
、﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
末
尾
の
三
つ
の
年

号
と
す
べ
て
関
係
の
あ
る
唯
一
の
皇
帝
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、︹Taylor 

1986

︺
は
李
済
川
を
英
宗
の
も
と
で
仕
え
た
人
物
で
、明
宗
の
退
位
後
に
明
宗
に
﹃
粤

甸
幽
霊
集
録
﹄
を
進
呈
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す

れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
重
大
な
三
つ
の
対
外
戦
争
を
乗
り
越
え
た
英
宗
を
称
え

よ
う
と
し
た
の
が
、﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
と
い
う
書
の
編
纂
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
は
陳
朝
時
に
経
験
し
た
重
大
な
対
外
戦
争
と
関

わ
っ
て
編
纂
が
さ
れ
て
お
り
、そ
こ
で
功
績
の
あ
っ
た
神
が
記
さ
れ
た
書
と
い
え
る
。

と
は
い
え
、﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
に
名
の
あ
る
神
は
決
し
て
対
外
戦
争
に
関
わ
る
神

だ
け
で
は
な
い
。
事
実
は
、
対
外
戦
争
以
外
の
功
績
の
あ
る
神
も
多
く
登
場
す
る︶

17
︵

。

本
論
で
は
そ
れ
ら
の
神
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄

に
記
録
さ
れ
た
神
の
意
味
を
明
ら
か
し
て
ゆ
き
た
い
。

三　

対
外
戦
争
に
関
す
る
神

　

本
論
文
は
、﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄に
収
録
さ
れ
た
対
外
戦
争
以
外
の
神
を
み
て
ゆ
き
、

陳
朝
以
前
の
祭
祀
状
況
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ひ

と
ま
ず
、﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
の
編
纂
理
由
と
も
っ
と
も
関
わ
り
の
あ
る
対
外
戦
争

に
関
す
る
神
に
関
し
て
み
て
ゆ
く
。

　

は
じ
め
に
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
の
特
徴
で
あ
る
神
号
が
付
与
さ
れ
た
年
に
起
き
た

出
来
事
を
記
す
唯
一
の
話
で
あ
る
十
六
話
「
証
安
佑
国
王
」
を
引
用
す
る
。

　
　
　
　

十
六　

証
安
佑
国
王︶

18
︵

　
　
　
　

 　

按
﹃
史
記
﹄、
王
姓
李
名
服
蛮
、
佐
李
南
帝
、
官
将
軍
、
以
忠
烈
名
。

守
杜
洞
、
唐
林
二
処
、
夷
獠
不
敢
犯
、
方
民
案
堵
。
卒
後
、
立
廟
祀
之
。

　
　
　
　

 　

李
太
祖
巡
遊
、過
古
所
歩
頭
、見
江
山
清
秀
、心
神
有
感
、洒
酒
于
江
曰
、

「
朕
観
此
方
、
山
奇
水
秀
、
地
霊
人
傑
、
受
此
歆
享
」。
倏
見
異
人
、
肥
大

状
貌
、
熙
怡
稽
首
、
再
拜
曰
、「
臣
本
郷
人
、
姓
李
名
服
蠻
、
生
平
忠
烈
。

上
帝
嘉
之
、
敕
守
此
土
。
唐
高
祖
時
、
臣
常
率
鬼
兵
、
陰
助
邱
和
、
破
逆

賊
寗
長
真
于
炭
山
口
。
肅
宗
時
、臣
陰
助
破
長
波
斯
于
神
石
口
。
代
宗
時
、

臣
陰
助
、
破
崑
崙
闍
婆
賊
于
朱
鳶
。
又
高
駢
破
南
詔
、
呉
王
破
南
漢
、
黎

大
行
破
宋
兵
、
臣
皆
預
有
陰
助
之
力
也
。
今
陛
下
令
臣
得
守
旧
職
」。︵
中

略
︶
帝
立
祠
塑
像
封
為
福
神
。

　
　
　
　

 　

至
陳
元
豊
間
、
韃
靼
入
寇
至
其
境
、
馬
蹶
不
進
。
村
民
相
率
拒
戦
。
賊

奔
散
。
賊
既
平
、
詔
封
神
為
証
安
国
公
、
所
在
民
為
護
舎
、
準
免
兵
徭
。

重
興
元
年
、
北
人
復
入
寇
、
所
至
残
破
。
及
経
過
此
邑
、
秋
毫
無
犯
、
如

有
保
護
者
。
賊
既
平
、
敕
封
「
証
安
王
」。
四
年
、
加
「
明
応
」
二
字
。

興
隆
二
十
一
年
、
加
「
佑
国
」
二
字
。

　

六
世
紀
に
起
兵
し
中
国
の
梁
を
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
追
い
出
し
、
南
方
の
林
邑
︵
現
在

の
ベ
ト
ナ
ム
中
部
に
あ
っ
た
王
国︶
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︶
を
撃
退
し
、
国
号
を
万
春
と
し
ベ
ト
ナ
ム
で
初

め
て
帝
と
称
し
た
李
南
帝
に
将
軍
と
し
て
仕
え
た
李
服
蛮
と
い
う
人
物
の
話
で
あ

る
。
彼
は
そ
の
忠
烈
心
を
嘉
さ
れ
て
死
後
も
廟
を
立
て
ら
れ
祀
ら
れ
て
い
た
。
李
太

祖
︵
在
位
一
〇
〇
九
～
一
〇
二
八
︶
が
ち
ょ
う
ど
李
服
蛮
の
祀
ら
れ
た
場
所
を
巡
遊

し
た
際
に
、
李
服
蛮
は
太
祖
の
前
に
現
れ
て
、
自
身
の
功
績
を
述
べ
て
ま
た
以
前
の

よ
う
に
こ
の
地
を
守
る
仕
事
を
さ
せ
る
よ
う
に
と
述
べ
る
。
太
祖
は
そ
れ
に
応
じ
て

李
服
蛮
の
た
め
に
祠
を
立
て
て
像
を
つ
く
り
福
神
に
封
じ
る
。

　

重
興
元
年
に
は
、
北
人
が
再
び
侵
攻
し
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
多
く
の
場
所
が
破
壊
さ
れ
た
が
、
李
服
蛮
の
守
る
杜
洞
、
唐
林
の
二
箇
所
だ
け
は
、

彼
が
生
前
に
夷
獠
か
ら
そ
の
地
を
守
っ
て
い
た
よ
う
に
無
事
で
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、

賊
を
追
い
払
っ
た
後
に
「
証
安
王
」
に
勅
封
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
北
人
」
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と
さ
れ
る
の
は
、そ
の
前
の
元
豊
年
間︵
一
二
五
一
～
一
二
五
八
︶の
記
述
に
よ
り「
韃

靼
」
を
さ
す
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
韃
靼
は
す
な
わ
ち
、
十
三
世
紀
に
ユ
ー
ラ
シ
ア

の
東
西
南
北
の
広
範
囲
を
支
配
し
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
李

服
蛮
は
侵
攻
す
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
馬
を
つ
ま
ず
か
せ
て
進
め
な
く
し
、
村
民
が
彼
ら

を
撃
退
す
る
手
助
け
を
す
る
。

　
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
る
年
号
が
、
対
外
戦
争
と
関
わ
り
が

あ
る
の
は
、
先
行
研
究
に
も
指
摘
の
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
本
話
に
は
元
豊
七
年

︵
一
二
五
七
︶
に
あ
っ
た
第
一
次
モ
ン
ゴ
ル
侵
略
に
関
す
る
記
述
も
あ
る
。

　

さ
て
本
話
で
興
味
深
い
の
は
、
李
太
祖
の
巡
遊
の
際
に
李
服
蛮
が
自
身
の
功
績
を

伝
え
る
た
め
に
現
れ
る
場
面
で
あ
る
。
李
服
蛮
は
李
南
帝
に
仕
え
、
死
後
も
モ
ン
ゴ

ル
軍
の
侵
攻
を
撃
退
し
た
が
、
そ
の
他
に
も
ベ
ト
ナ
ム
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
た
び

に
、
そ
の
窮
地
を
救
っ
て
き
た
こ
と
を
彼
は
太
祖
に
告
げ
る
。
中
で
も
二
重
傍
線
部

の
人
物
た
ち
に
関
し
て
は
、﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
は
彼
以
外
に
も
多
く
の
神
が
手
助

け
に
現
れ
た
こ
と
を
記
述
す
る
。

　

八
六
四
年
に
安
南
都
護
と
な
り
南
詔
を
討
っ
た
高
駢
に
関
す
る
話
は
一
話
、八
話
、

十
七
話
、
二
十
六
話
に
あ
る
。
ま
た
高
駢
は
他
に
十
話
、
十
九
話
と
﹃
粤
甸
幽
霊
集

録
﹄
の
中
で
は
、
合
計
七
話
と
も
っ
と
も
登
場
回
数
が
多
い
人
物
で
も
あ
る
。

　

呉
王
、
す
な
わ
ち
呉
権
︵
在
位
九
三
九
～
九
四
四
︶
が
南
漢
を
撃
退
し
た
話
は
二

話
と
十
四
話
に
あ
る
。
黎
大
行
︵
在
位
九
八
〇
～
一
〇
〇
五
︶
が
宋
を
撃
退
し
た
話

は
本
話
に
し
か
み
ら
れ
な
い
が
、
十
一
話
「
洪
聖
佐
治
大
王
」
に
獄
神
と
し
て
祀
ら

れ
る
范
巨
𠈓
が
、
生
前
に
黎
大
行
の
チ
ャ
ン
パ
ー
親
征
に
し
た
が
っ
て
武
功
を
あ
げ

た
話
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
ゆ
く
と
、﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
に
収
録
さ
れ
て
い
る
話
の
半
数

以
上
が
、
対
外
戦
争
時
に
い
か
に
神
が
そ
れ
を
手
助
け
し
た
か
を
記
述
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
と
は
い
え
、十
一
話
「
洪
聖
佐
治
大
王
」
で
チ
ャ
ン
パ
ー

親
征
で
功
績
の
あ
っ
た
范
巨
𠈓
が
、
死
後
は
獄
神︶
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と
し
て
祀
ら
れ
た
よ
う
に
、﹃
粤

甸
幽
霊
集
録
﹄
に
記
録
さ
れ
る
神
は
決
し
て
対
外
戦
争
に
関
わ
り
の
あ
る
神
ば
か
り

で
は
な
い
。

四　

国
家
安
寧
と
『
粤
甸
幽
霊
集
録
』
の
神

　

こ
こ
か
ら
は
、﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
に
あ
る
対
外
戦
争
以
外
に
功
績
の
あ
る
神
を

み
て
ゆ
く
。
ま
ず
は
、﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
で
も
っ
と
も
登
場
回
数
の
多
い
高
駢
を

と
り
あ
げ
よ
う
。
先
に
触
れ
た
と
お
り
、
高
駢
は
南
詔
の
討
伐
に
関
す
る
話
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
羅
城
を
築
い
た
︵
八
六
六
年
︶
際
の
話
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
十
話
「
国
都
城
隍
大
王
」
で
は
、神
の
話
を
聞
い
た
高
駢
が
そ
の
神
を
祀
っ

た
と
い
う
話
だ
が
、
十
九
話
「
広
利
大
王
」
は
、
南
詔
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
を
救
っ
た
英

雄
的
な
側
面
を
も
つ
高
駢
と
は
い
さ
さ
か
趣
の
異
な
る
内
容
が
載
る
。

　
　
　
　

十
九　

広
利
大
王

　
　
　
　

 　

王
本
龍
度
王
気
之
君
也
。昔
高
駢
築
羅
城
時
、一
日
方
哺
、駢
出
游
城
東
、

忽
然
雲
霧
大
作
、
見
五
色
気
自
地
出
、
光
芒
奪
目
。
有
一
人
、
冠
裳
厳
整
、

騎
赤
蛟
、手
執
金
簡
、隨
光
気
升
降
、異
香
襲
人
、宛
転
往
来
、片
辰
而
変
。

駢
驚
異
、
以
為
妖
気
、
欲
以
法
鎮
之
。
夜
夢
神
来
告
駢
曰
、「
吾
非
妖
気
、

吾
是
龍
度
王
気
也
。
見
公
築
城
、
故
相
見
耳
」。
駢
覚
、
令
以
銅
鉄
為
符
、

埋
而
圧
之
。
是
夜
、
雷
雨
大
作
、
掘
起
銅
鉄
、
砕
如
塵
土
。
駢
大
驚
、
無

計
可
施
。
後
土
人
立
祠
奉
祀
、
尊
為
龍
度
福
神
。︵
中
略
︶
重
興
元
年
、

敕
封
「
聖
佑
」
二
字
。
四
年
、
加
「
威
済
」
二
字
。
興
隆
二
十
一
年
、
加

「
孚
感
大
王
」。

　

高
駢
が
羅
城
を
築
い
て
い
た
際
に
、
城
の
東
を
巡
遊
し
て
い
る
と
、
不
思
議
な
現

象
に
で
く
わ
す
。
高
駢
は
そ
れ
を
妖
気
と
思
い
、
龍
度
王
気
の
言
葉
も
聞
き
入
れ
ず

に
符
を
埋
め
て
神
を
鎮
圧
し
よ
う
と
す
る
。
そ
ん
な
高
駢
の
前
に
、
龍
度
王
気
は
激
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し
い
雷
雨
が
お
こ
り
高
駢
の
鎮
め
た
符
を
掘
り
起
こ
し
、
砕
い
て
灰
燼
に
帰
す
と
い

う
霊
異
を
見
せ
つ
け
る
。

　

南
詔
を
撃
退
し
た
高
駢
は
、
諸
本
に
よ
っ
て
は
「
高
王
」
と
さ
え
崇
め
ら
れ
る
人

物
で
あ
る
が
、
本
話
で
の
高
駢
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
神
を
鎮
圧
し
よ
う
と
す
る
圧
制
者

の
姿
を
み
せ
る
。
二
十
六
話
に
「
好
鬼
神
之
事
」
と
も
記
さ
れ
る
高
駢
は
、
ベ
ト
ナ

ム
の
地
脈
を
探
る
風
水
師︶
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の
役
割
を
も
担
っ
て
い
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
神
々
と
親
交

を
深
め
る
話
の
あ
る
反
面
、
そ
れ
が
う
ま
く
ゆ
か
な
い
場
合
は
神
を
押
さ
え
つ
け
よ

う
と
す
る
手
段
に
で
る
。

　

こ
の
よ
う
に
高
駢
に
は
ベ
ト
ナ
ム
の
神
に
対
し
て
二
面
性
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
が
、︹Taylor 1976

︺
は
高
駢
を
侵
略
者
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
を
守
る
守
護
者
と
し

て
の
側
面
か
ら
の
み
評
価
す
る
。
し
か
し
本
話
に
関
し
て
は
、
高
駢
に
そ
の
よ
う
な

面
は
み
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
ベ
ト
ナ
ム
で
「
王
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
す
ら

あ
る
高
駢
も
ま
た
、
中
国
か
ら
や
っ
て
き
た
侵
略
者
の
一
人
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
話
は
つ
ま
り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
神
々
が
中
国
人
支
配
者
の
力

を
上
回
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
と
読
み
取
れ
る︶
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ま
た
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
に
は
次
の
よ
う
な
自
然
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
神
が

多
く
登
場
す
る
。

　
　
　
　

二
十
三
佑
聖
顕
応
王

　
　
　
　

 　

按
﹃
交
州
記
﹄、
王
山
精
也
。
初
雄
王
有
女
曰
「
媚
娘
」。
蜀
王
求
婚
、

雒
侯
止
之
。
時
有
二
人
、
自
外
来
拝
求
婚
。
王
問
之
曰
、「
一
是
山
精
、

一
是
水
精
」。
王
曰
、「
我
有
一
女
、
豈
得
両
賢
。
約
来
日
具
礼
、
先
来
者

与
之
」。
明
日
、
山
精
将
珍
宝
、
金
銀
、
山
禽
、
野
獣
、
先
来
拝
献
、
王

如
約
嫁
之
。
山
精
迎
回
傘
円
山
。
水
精
後
至
、
悔
恨
不
及
。
乃
作
雲
雨
、

江
水
漲
溢
、
率
水
族
追
之
。
山
精
張
網
、
横
截
慈
廉
上
流
、
以
扞
之
。
水

精
従
喝
江
、
入
沱
江
襲
之
。
山
精
神
化
、
呼
土
人
編
竹
禦
之
、
以
弩
射
之
、

水
精
退
走
。
自
此
嫌
讐
、
毎
年
常
漲
水
、
相
攻
云
。
山
精
屡
著
靈
応
、
方

民
頼
之
。
陳
重
興
元
年
、
敕
封
「
佑
聖
王
」。
四
年
、
加
「
匡
国
」
二
字
。

興
隆
二
十
一
年
、
加
「
顯
応
」
二
字
。

　

現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
で
も
有
名
な
山
精
、
水
精
の
話
で
あ
る︶
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。
雄
王︶
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の
娘
に
求
婚
す

る
た
め
に
山
精
と
水
精
は
や
っ
て
く
る
。
雄
王
の
娘
は
一
人
し
か
い
な
い
た
め
、
礼

物
を
先
に
持
っ
て
き
た
も
の
と
娘
を
結
婚
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
る
。
山
精
の
方
が
先

に
や
っ
て
き
た
た
め
に
、
雄
王
は
娘
を
山
精
の
と
こ
ろ
へ
嫁
が
せ
る
。
後
で
や
っ
て

き
た
水
精
は
そ
れ
を
恨
ん
で
雨
を
お
こ
し
、
川
の
水
を
氾
濫
さ
せ
て
眷
属
と
と
も
に

山
精
の
も
と
へ
向
か
う
も
、
山
精
に
撃
退
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
毎
年
、
水
精
は
川
を

氾
濫
さ
せ
て
山
精
を
攻
め
よ
う
と
す
る
。

　

雨
季
に
は
急
激
な
増
水
・
洪
水
の
お
こ
る
紅
河
デ
ル
タ︶
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の
起
源
譚
と
も
い
え
る
話

だ
が
、
洪
水
を
起
こ
す
水
精
を
お
さ
え
る
強
大
な
力
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
が
山
精
で

あ
る
。
こ
こ
で
山
精
が
雄
王
の
娘
を
連
れ
て
帰
っ
た
場
所
が
傘
円
山
で
あ
る
点
に
注

目
し
た
い
。
傘
円
山
は
そ
の
傘
に
似
た
風
貌
か
ら
名
が
付
け
ら
れ
た
山
で
、
ハ
ノ
イ

市
の
西
北
約
三
十
キ
ロ
に
位
置
し
て
い
る
。
水
精
の
力
を
も
圧
倒
す
る
山
精
が
い
る

と
さ
れ
る
傘
円
山
は
李
朝
期
に
は
降
雨
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
神
と
し
て
あ
が
め

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、﹃
大
越
史
記
全
書
﹄
本
紀
巻
之
四
、一
一
四
五
年
の
七
月
条
に

は
李
英
宗
︵
在
位
一
一
三
七
～
一
一
七
五
︶
が
傘
円
山
神
の
祠
を
造
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る︶
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。

　

英
宗
の
祈
雨
に
関
す
る
話
は
他
に
も
あ
る
。

　
　
　
　

五　

徴
聖
王

　
　
　
　

 　

王
姓
徴
、
諱
側
、
峯
州
麊
冷
県
貉
将
之
女
、
朱
鳶
詩
索
之
妻
也
。
時
交

州
刺
史
蘇
定
、
貪
暴
以
法
殺
詩
索
。
王
為
夫
報
讐
、
乃
与
其
妹
徴
貳
、
起

兵
攻
蘇
定
、
略
取
嶺
南
六
十
五
城
、
自
立
為
王
。
漢
帝
聞
之
、
怒
誅
蘇
定



－34－

于
儋
耳
、
遣
馬
援
来
侵
、
与
之
戦
于
浪
泊
。
王
退
保
禁
渓
、
与
其
妹
拒
漢

兵
、勢
孤
陥
没
。
国
人
哀
之
、立
祠
祀
之
。
歴
代
尊
為
福
神
、祠
在
喝
江
上
。

　
　
　
　

 　

李
英
宗
時
、
因
大
旱
、
命
浄
戒
禅
師
祷
雨
。
天
将
雨
、
凉
気
襲
人
。
帝

寐
、
見
二
女
冠
芙
蓉
冠
、
緑
衣
束
帯
、
駕
雨
而
来
。
帝
怪
問
之
答
曰
、「
妾

即
徴
氏
姉
妹
也
。
奉
玉
帝
命
、
行
雨
而
来
」。
帝
請
益
作
風
、
挙
手
止
之
。

帝
覚
命
修
祠
致
祭
、
尋
命
迎
回
京
師
、
建
雨
弥
堂
奉
祀
。
後
又
命
立
祠
于

城
外
、
敕
封
「
霊
貞
二
夫
人
」。
陳
重
興
四
年
、
封
姉
為
「
威
烈
夫
人
」、

妹
為
「
敬
勝
夫
人
」。
興
隆
二
十
一
年
、
加
姉
夫
人
「
純
貞
」
二
字
、
妹

夫
人
「
保
順
」
二
字
。

　

こ
ち
ら
も
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
で
英
雄
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
い
るH

ai B
à T

r ưng

︵
徴
姉
妹
︶
の
話
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
生
前
は
交
州
刺
史
の
横
暴
に
抵
抗
し
、
一

時
は
王
を
自
称
し
た
。
死
後
は
福
神
と
し
て
祀
ら
れ
、
英
宗
の
時
の
大
旱
の
際
に
雨

を
降
ら
せ
に
や
っ
て
く
る
。
英
宗
が
皇
帝
だ
っ
た
時
の
大
干
ば
つ
は
深
刻
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
、﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
に
は
英
宗
の
祈
雨
の
話
が
も
う
一
話
︵
十
八
話
︶

あ
る
。
そ
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
対
外
戦
争
に
活
躍
し
た
神
の
事
跡
を
記

し
た
書
で
あ
る
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
に
お
い
て
、
英
宗
の
登
場
回
数
は
こ
の
二
話
と

少
な
い
も
の
の
ど
ち
ら
も
祈
雨
の
話
で
対
外
戦
争
と
は
関
係
の
な
い
点
で
あ
る
。

　
﹃
大
越
史
記
全
書
﹄
に
は
皇
帝
の
祈
祷
を
す
る
記
事
が
多
く
あ
る
が
、
そ
の
多
く

が
祈
︵
止
︶
雨
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、皇
帝
に
と
っ
て
天
候
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
。﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
に
お
い

て
も
、
天
候
の
支
配
に
関
す
る
神
が
多
く
登
場
す
る
の
は
そ
れ
を
裏
付
け
よ
う
。
す

な
わ
ち
四
話
、
五
話
、
十
八
話
、
二
十
四
話
の
神
が
祈
︵
止
︶
雨
の
願
い
に
応
じ
て

天
候
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

　

そ
の
他
に
帝
位
継
承
争
い
の
際
に
皇
太
子
の
即
位
を
手
助
け
す
る
神
︵
十
二
話
、

二
十
話
︶
や
、
帝
の
危
機
を
救
っ
た
神
︵
十
三
話
︶
の
話
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
て

み
て
ゆ
く
と
、
対
外
戦
争
で
活
躍
し
た
神
以
外
で
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
に
記
載
の
あ

る
神
は
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
の
安
寧
を
守
る
神
、
更
に
い
え
ば
王
権
の
安
定
を
守
る
神︶

27
︵

と
い
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
に
記
さ
れ
る
神
は
ベ
ト
ナ
ム
の
内
外

に
お
け
る
脅
威
を
取
り
除
く
神
々
を
祀
っ
た
書
で
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

︻
表
一
︼﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
の
神
の
功
績

目
録

対
外

国
内

歴代人君（附后妃）
一

嘉
応
善
感
霊
武
大
王
林
邑
・
南
詔

二

布
蓋
彰
信
大
王

唐
・
南
漢

獄
神

三

趙
越
王
後
李
南
帝

梁

四

社
壇
帝
君

天
候
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

五

徴
聖
王

後
漢

天
候
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

六

貞
烈
夫
人

占
城

歴代人臣
七

威
明
顕
忠
大
王

占
城

八

校
尉
威
猛
大
王

南
詔

九

太
尉
忠
輔
公

占
城
・
宋

十

国
都
城
隍
大
王

ハ
ノ
イ
の
城
隍
神

十
一

洪
聖
佐
治
大
王

占
城

獄
神

十
二

都
統
匡
国
王

占
城

後
継
者
争
い
を
解
決

十
三

太
尉
忠
恵
公

帝
の
危
機
を
救
う

十
四

却
敵
威
敵
二
大
王

宋

十
五

証
安
佑
国
王

南
詔
・
南
漢
・
宋
・
韃
靼

十
六

回
天
忠
烈
王

韃
靼

十
七

果
毅
剛
正
王

南
詔
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浩気英霊
十
八

応
天
化
育
元
君

占
城

十
九

広
利
大
王

ハ
ノ
イ
の
城
隍
神

二
十

盟
主
昭
感
大
王

占
城

後
継
者
争
い
を
解
決

二
十
一
開
元
威
顕
大
王

福
を
祈
る
場
所
と
な
る

二
十
二
冲
天
威
信
大
王

帝
に
繁
栄
の
神
託
を
下
す

二
十
三
佑
聖
顕
応
王

二
十
四
開
天
鎮
国
大
王

天
候
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

二
十
五
忠
翊
威
顕
大
王

征
討

二
十
六
善
護
国
公

南
詔

二
十
七
利
済
通
霊
王

帝
の
命
令
で
珠
を
と
る

五　

お
わ
り
に

　

十
四
世
紀
に
李
済
川
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
は
、
ベ
ト
ナ
ム

の
国
内
外
の
脅
威
を
防
ぐ
神
々
を
記
し
た
書
と
い
え
る
。
具
体
的
に
は
中
国
、
モ
ン

ゴ
ル
、
南
詔
や
チ
ャ
ン
パ
ー
と
い
っ
た
対
外
的
な
脅
威
を
撃
退
す
る
神
、
国
内
の
安

寧
の
た
め
に
帝
の
祈
︵
止
︶
雨
に
応
じ
る
神
、
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
帝
を
救
う

神
な
ど
王
権
を
守
る
た
め
の
様
々
な
問
題
に
対
処
す
る
神
が
い
る
。
そ
の
こ
と
は
つ

ま
り
、
国
家
祭
祀
の
対
象
で
あ
っ
た
神
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
安
寧
、
王
権
を
維
持
す
る

た
め
の
神
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

　

最
後
に
、﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
に
お
い
て
李
英
宗
の
話
が
語
ら
れ
る
意
義
に
関
し

て
考
え
て
み
た
い
。
英
宗
は
李
済
川
が
記
し
た
人
物
の
内
、
陳
朝
の
皇
帝
を
の
ぞ
く

と
も
っ
と
も
新
し
い
皇
帝
に
あ
た
る
。
英
宗
の
登
場
す
る
五
話
、
十
八
話
は
そ
れ
ぞ

れ
対
外
戦
争
で
も
活
躍
し
た
神
で
あ
る
が
、そ
こ
に
あ
え
て
国
内
の
問
題
︵
干
ば
つ
︶

を
か
か
え
る
英
宗
の
話
ま
で
を
も
記
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
上
に
お
い
て
李
英
宗
が
果
た
し
た
役
割
と

関
係
が
あ
ろ
う
。﹃
大
越
史
略
﹄
を
み
る
と
、
李
英
宗
は
一
一
七
四
年
、
宋
に
安
南

国
王
に
封
じ
ら
れ
て
い
る
。︶

28
︵

中
国
皇
帝
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
皇
帝
へ
の
王
号
除
授
の
あ

り
か
た
は
﹃
抑
斉
遺
集
﹄
巻
之
六
、
国
書
宝
訓
大
全
・
輿
地
志
に
詳
し
い︶

29
︵

が
、
重
要

な
こ
と
は
英
宗
の
時
に
は
じ
め
て
、
ベ
ト
ナ
ム
は
中
国
よ
り
「
安
南
国
王
」
に
封
じ

ら
れ
た
、国
と
し
て
認
め
ら
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
英
宗
に
は
﹃
大
越
史
記
全
書
﹄

一
一
七
二
年
に
海
島
南
北
藩
界
を
巡
幸
し
、
風
物
を
図
に
描
か
せ
る︶

30
︵

と
い
っ
た
記
述

も
あ
り
、
国
土
や
領
域
に
関
心
が
あ
っ
た
皇
帝
と
も
い
え
る
。

　

つ
ま
り
李
英
宗
は
ベ
ト
ナ
ム
史
上
、
は
じ
め
て
中
国
の
内
臣
と
い
う
立
場
か
ら
抜

け
出
し
た
皇
帝
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
対
外
戦
争
の
勝
利
に
功
績
の
あ
っ
た
神
を
中

心
に
記
し
た
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
に
と
っ
て
、
こ
の
英
宗
の
業
績
は
輝
か
し
い
も
の

に
映
っ
た
に
相
違
な
い
。
た
し
か
に
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
に
は
英
宗
の
話
は
二
話
と

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
し
か
し
あ
え
て
、
対
外
戦
争
と
は
関
係
の
な
い
英
宗
の
話

を
記
し
て
い
る
こ
と
に
、
李
済
川
の
意
図
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
の
で
あ
る
。
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本
研
究
は
二
〇
一
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
︵
特
別
研
究
員
奨
励
費
︶
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注

︵
1
︶ 　

現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
は
南
北
一
六
五
〇
キ
ロ
に
及
ぶ
細
長
い
本
土
お
よ
び
島
嶼

か
ら
な
る
地
域
を
い
う
が
、
本
論
文
で
使
用
す
る
「
ベ
ト
ナ
ム
」
は
基
本
的
に

は
十
四
世
紀
以
前
の
「
大
越
」
と
呼
ば
れ
た
地
域
を
さ
す
。
具
体
的
に
は
現

在
、「
北
部
ベ
ト
ナ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
、
中
国
国
境
に
連
な
る
「
東
北
」、

ラ
オ
ス
国
境
に
連
な
る
「
西
北
」、
首
都
で
あ
る
ハ
ノ
イ
の
あ
る
「
北
部
平
野
」

お
よ
び
北
中
部
に
含
ま
れ
る
タ
イ
ン
ホ
ア
、
ゲ
ア
ン
、
ハ
ー
テ
ィ
ン
省
を
い
う
。

︵
2
︶ 　
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
の
書
名
は
﹃
越
甸
幽
霊
集
録
全
編
﹄、﹃
粤
甸
幽
霊
﹄、﹃
新

訂
較
評
越
甸
幽
霊
集
﹄、﹃
越
甸
幽
霊
﹄
等
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。

本
論
文
で
は
、
現
在
も
っ
と
も
古
態
を
と
ど
め
る
と
さ
れ
るX

-3-9

︵
東
洋
文

庫
蔵
︶
に
し
た
が
い
、
書
名
を
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
に
統
一
し
た
。
な
お
引
用

す
る
本
文
は
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、X

-3-9

に
よ
る
。
字
体
に
関
し
て
は
新

字
体
に
統
一
し
た
。

︵
3
︶ 　

た
と
え
ば
李
済
川
の
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
に
「
按
録
」
を
ほ
ど
こ
し
た
金
冕

靺
、
十
五
世
紀
に
話
を
増
補
し
た
阮
文
質
、
十
六
世
紀
に
話
を
増
補
し
た
黎
似

之
が
お
り
、そ
し
て
一
七
一
二
年
に
は
黎
純
甫
が
校
訂
し
て
跋
を
加
え
て
い
る
。

さ
ら
に
十
九
世
紀
に
高
輝
耀
が
注
と
評
を
加
え
て
お
り
、
呉
甲
豆
は
一
九
一
九

年
に
「
英
烈
正
気
」
の
項
目
を
重
補
し
た
。
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
一
七
七
四
年

に
、
諸
葛
氏
が
新
た
に
﹃
新
訂
較
評
越
甸
幽
霊
集
﹄
を
編
纂
し
て
い
る
。

︵
4
︶ 　

そ
れ
ぞ
れ
記
述
内
容
か
ら
、﹃
交
州
記
﹄
は
北
属
期
︵
唐
時
代
︶、﹃
史
記
﹄

お
よ
び
﹃
報
極
伝
﹄
は
李
朝
時
代
の
テ
キ
ス
ト
と
考
え
ら
れ
る
。

︵
5
︶ 　

目
録
の
漢
数
字
お
よ
び
神
の
数
︵
位
︶
は
簡
便
の
た
め
に
筆
者
が
付
け
た
。

︵
6
︶ 　

三
話
の
「
趙
越
王
後
李
南
帝
」
は
目
録
で
は
一
話
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際

に
は
「
超
越
王
」、「
李
南
帝
」
と
二
話
の
話
で
あ
る
。
し
か
し
諸
本
の
多
く
は

二
神
を
一
話
に
ま
と
め
て
書
い
て
い
る
た
め
、
本
テ
キ
ス
ト
も
話
を
分
け
る
こ

と
は
せ
ず
目
録
の
ま
ま
に
し
た
。
ま
た
五
話
の
「
徴
聖
王
」
は
姉
妹
神
で
二
神
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が
登
場
す
る
。
そ
の
た
め
神
の
合
計
は
八
位
と
な
る
。

︵
7
︶ 　

十
四
話
の
「
却
敵
威
敵
二
大
王
」
は
兄
弟
神
で
二
神
が
登
場
す
る
。
そ
の
た

め
神
の
合
計
は
十
二
位
と
な
る
。

︵
8
︶ 　

諸
本
に
よ
っ
て
は
「
書
火
正
掌
」
と
あ
る
。﹃
大
越
史
記
全
書
﹄
に
は
陳
朝

期
に
「
内
書
火
正
掌
」
と
い
う
役
職
の
者
が
一
二
八
〇
年
条
、一
三
一
六
年
条
、

一
三
二
六
年
条
と
李
済
川
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
登
場
す
る
。
今
回
は
底
本
に
従
っ

て
お
く
が
、「
書
火
正
掌
」
が
正
し
い
か
。

︵
9
︶ 　
﹃
安
南
志
略
﹄
巻
第
十
四
「
官
制
」
近
侍
官

︵
10
︶ 　

例
外
は
五
話
「
徴
聖
王
」、
十
三
話
「
太
尉
忠
恵
公
」、
二
十
四
話
「
開
天
鎮

国
大
王
」
の
三
話
で
あ
る
。
五
話
は
重
興
元
年
の
神
号
付
与
が
な
く
、
十
三
話

は
重
興
元
年
の
神
号
贈
号
の
後
に
あ
る
美
字
の
追
号
が
、「
後
」
と
あ
る
の
み

で
何
年
か
わ
か
ら
な
い
。
二
十
四
話
は
重
興
元
年
の
神
号
付
与
が
な
く
、
そ
の

後
に
あ
る
神
号
の
贈
号
も
「
四
年
」
と
あ
る
の
み
で
重
興
年
の
出
来
事
か
不
明
。

︵
11
︶ 　
︹
後
藤 1975

︺、︹Taylor 1986

︺、︹
宇
野 2004
︺

︵
12
︶ 　

第
一
次
モ
ン
ゴ
ル
侵
略
は
元
豊
七
年
︵
一
二
五
七
︶
に
あ
っ
た
。
な
お
そ
の

時
の
出
来
事
を
記
し
た
話
が
﹃
粤
甸
幽
霊
集
録
﹄
十
六
話
、
十
七
話
に
あ
る
。

十
六
話
は
三
章
に
一
部
を
引
用
し
た
。

︵
13
︶ 　

現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
中
部
に
二
世
紀
末
こ
ろ
に
建
国
さ
れ
た
王
国
。
後
漢
か
ら

自
立
し
、
七
世
紀
以
後
は
滅
亡
ま
で
チ
ャ
ン
パ
ー
と
い
う
イ
ン
ド
風
国
名
を
名

乗
っ
た
。
後
漢
か
ら
自
立
し
た
時
期
は
中
国
で
は
林
邑
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

九
世
紀
後
半
以
後
は
占
城
と
呼
ば
れ
た
。

︵
14
︶ 　

南
進
は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
海
岸
平
野
沿
い
に
南
に
版
図
を

拡
大
し
、
最
終
的
に
は
メ
コ
ン
デ
ル
タ
ま
で
版
図
を
拡
大
し
て
い
く
過
程
を
い

う
語
。

︵
15
︶ 　
︹
古
田 1991

︺、︹
桃
木 2011

︺

︵
16
︶ 　

事
実
、﹃
大
越
史
記
全
書
﹄
に
は
本
紀
巻
之
五
、一
二
八
八
年
条
に
「
初
、
元

人
嘗
発
昭
陵
欲
壊
之
、
而
梓
宮
不
犯
、
及
賊
敗
、
石
馬
之
足
皆
沾
泥
、
蓋
神
霊

陰
相
也
」
と
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
を
撃
退
す
る
際
に
神
霊
が
陰
で
手
助
け
を
し
て
い

た
記
事
や
、
本
紀
巻
之
六
、一
三
一
二
年
条
に
「
加
封
各
処
名
神
」
と
、
チ
ャ

ン
パ
ー
へ
の
親
征
勝
利
後
に
功
績
の
あ
っ
た
神
へ
の
神
号
加
贈
が
あ
っ
た
記
事

が
載
る
。

︵
17
︶ 　
︹Taylor 1986

︺、︹
宇
野 2004

︺
は
対
外
戦
争
以
外
の
神
に
も
触
れ
て
い
る

が
、
網
羅
的
に
は
扱
っ
て
い
な
い
。

︵
18
︶ 　

題
名
が
目
録
と
異
な
る
話
も
あ
る
が
、
今
回
は
す
べ
て
目
録
に
あ
る
も
の
を

使
用
し
た
。

︵
19
︶ 　

注
︵
13
︶
参
照
。

︵
20
︶ 　

二
話
「
布
蓋
彰
信
大
王
」
の
馮
興
も
呉
権
の
時
に
南
漢
を
撃
退
す
る
の
を
手

伝
う
他
に
、「
凡
有
奸
盗
及
疑
獄
、
詣
廟
前
盟
、
即
見
顕
応
、
香
火
日
盛
」
と

盗
み
や
疑
獄
の
時
に
霊
験
を
あ
ら
わ
す
神
と
も
さ
れ
る
。

︵
21
︶ 　
﹃
嶺
南
摭
怪
﹄
に
も
霊
跡
を
巡
る
高
駢
の
話
が
あ
る
。
ま
た
後
代
の
テ
キ
ス

ト
に
高
駢
を
著
者
と
し
て
仮
託
し
た
﹃
高
駢
遺
稿
﹄
と
い
っ
た
風
水
資
料
が
あ

り
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
高
駢
の
風
水
師
と
し
て
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。

︵
22
︶ 　
︹Yam

am
oto 1970

︺、︹
白
石 1983

︺

︵
23
︶ 　

本
話
は
﹃
大
越
史
記
全
書
﹄
や
﹃
嶺
南
摭
怪
﹄
な
ど
に
も
載
り
、
現
在
で
も

ベ
ト
ナ
ム
の
神
話
と
し
て
有
名
な
話
の
一
つ
で
あ
る
。

︵
24
︶ 　

ベ
ト
ナ
ム
の
建
国
説
話
に
あ
ら
わ
れ
る
王
の
称
号
。

︵
25
︶ 　

紅
河
水
系
と
タ
イ
ビ
ン
水
系
の
つ
く
っ
た
一
五
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
デ

ル
タ
。

︵
26
︶ 　

本
条
は
四
月
に
祈
晴
が
な
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
そ
れ
が
叶
っ
た
こ
と
に

関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
﹃
大
越
史
略
﹄
巻
二
、一
〇
七
二
年
条
︵﹃
大
越

史
記
全
書
﹄
で
は
一
〇
七
三
年
の
出
来
事
と
さ
れ
る
︶
に
も
傘
円
山
神
に
祈
晴

を
し
て
い
る
。
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︵
27
︶ 　

二
十
七
話
「
利
済
通
霊
王
」
な
ど
、
必
ず
し
も
王
権
の
安
定
を
守
る
た
め
の

神
と
は
い
え
な
い
神
も
い
る
が
、
そ
れ
で
も
皇
帝
の
何
ら
か
の
願
い
を
叶
え
る

神
で
あ
る
と
い
う
点
は
ど
の
神
も
満
た
し
て
い
る
。

︵
28
︶ 　
﹃
大
越
史
略
﹄
巻
二
、一
一
七
四
年
条
。
な
お
﹃
大
越
史
記
全
書
﹄
で
は
本

紀
巻
之
四
、一
一
六
四
年
条
に
の
る
。
こ
の
年
の
違
い
に
関
し
て
は
︹
片
倉 

1972

︺
を
参
照
。

︵
29
︶ 　
﹃
抑
斉
遺
集
﹄
巻
之
六
、
国
書
宝
訓
大
全
・
輿
地
志
「
天
王
册
章
有
曰
、
粤

南
南
越
交
趾
安
南
南
平
、
今
亦
曰
粤
南
、
册
金
册
、
章
龍
章
也
。
按
帝
明
授
涇

楊
王
粤
南
王
、
漢
授
趙
南
越
王
。
宋
授
丁
、
黎
、
李
、
曰
交
趾
郡
王
、
尋
進
南

平
王
、
崩
後
進
南
越
王
。
至
李
英
宗
時
、
改
交
趾
爲
安
南
国
、
封
帝
安
南
国
王
、

賜
国
王
金
印
、
安
南
称
国
、
自
李
始
、
後
陳
以
来
皆
倣
此
」。

︵
30
︶ 　
﹃
大
越
史
記
全
書
﹄
本
紀
巻
之
四
、一
一
七
二
年
「
帝
又
巡
幸
海
島
南
北
藩
界
、

図
記
風
物
而
還
」。

︵
さ
の
あ
い
こ　

明
治
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
︶




